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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

日
時　

11
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
明
日
か
ら
役
立
つ
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
予
防
法―

法
律
知
識（
労
働
契
約
法
）に
も
触
れ
て
」

雇
用
対
策
講
習
会

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

英
保
裕
和
氏
（
兵
庫
県
三
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
効
率
と
長
期
安
定
性
を
追
求
し
た
接
着
修
復
の
実
際
」

大
阪
市
東
部
地
区
講
習
会

絵　藤田　進 （河内長野市）

日
時　

12
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

暉
峻
淑
子
氏
（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

会
員
無
料

「
今
、真
に
豊
か
な
社
会
を
め
ざ
し
て―

―

医
療
者
の
役
割
」

女
性
医
師
歯
科
医
師
の
会

日
時　

12
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

上
田
雅
俊
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
周
病
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
口
臭
治
療
に
つ
い
て―

今
、大
阪
歯
科
大
学
附
属
病

院
の
息
さ
わ
や
か（
口
臭
）外
来
で
は
！―

」

12
月
度
生
涯
研
修
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富士山に登ろう
森川　正章（八尾市）

　

「
富
士
山
に
登
ろ
う
」―

―

。
山
登
り
が
趣
味
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
い
つ
も

の
気
ま
ぐ
れ
と
思
い
付
き
で

お
盆
休
み
を
利
用
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
き
た
。

　

午
前
７
時
半
集
合
の
バ
ス

ツ
ア
ー
を
利
用
し
た
が
、
高

速
道
路
は
メ
チ
ャ
混
み
。
11

時
間
か
け
て
や
っ
と
海
抜
２

３
０
５
㍍
の
富
士
山
５
合
目

に
到
着
し
た
。
夕
方
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ひ
と
気
も
あ

ま
り
な
く
、
寂
し
げ
な
感
じ

だ
。
し
か
し
、
富
士
山
は
ま

る
で
壁
の
よ
う
に
私
の
前
に

立
ち
は
だ
か
る
。
果
た
し
て

そ
ん
な
山
に
登
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
ワ
ク
ワ
ク
感
と
不
安

が
心
を
占
領
す
る
。

　

着
替
え
て
登
山
開
始
。
意

外
と
登
山
道
は
狭
く
、「
日

本
一
と
い
う
わ
り
に
は
た
い

し
た
こ
と
な
い
な
」
と
思
い

な
が
ら
登
っ
て
い
る
と
、
６

合
目
を
示
す
看
板
が
見
え
て

き
た
。「
頂
上
ま
で
あ
と
５

回
か
。
ち
ょ
ろ
い
な
」
と
少

し
休
憩
し
、
意
気
揚
々
と
歩

き
出
し
た
。

　

し
か
し
、
砂
地
で
よ
く
す

べ
り
、
歩
き
に
く
い
。
辺
り

は
真
っ
暗
に
な
り
、
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
が
足
元
を
照
ら
す
だ

け
。
唯
一
す
ば
ら
し
い
の

は
、
眼
下
に
広
が
る
夜
景
で

あ
る
。
１
時
間
ほ
ど
し
か
歩

い
て
い
な
い
の
に
、「
す
っ

ご
い
高
い
所
に
い
る
や
ん
」

と
少
し
満
足
げ
な
自
分
が
い

た
。
７
合
目
に
到
着
。

　

ガ
イ
ド
か
ら
「
こ
こ
か
ら

岩
場
が
２
時
間
半
。
今
夜
泊

ま
る
山
小
屋
ま
で
３
時
間
で

す
」
と
説
明
を
受
け
る
。
目

の
前
に
は
大
き
い
岩
が
ゴ
ロ

ゴ
ロ
。「
こ
ん
な
ん
道
や
な

い
や
ん
。
き
っ
つ
い
な
あ
」

と
思
い
な
が
ら
挑
戦
。
見
た

目
以
上
に
足
場
が
悪
い
。
重

た
い
脚
と
お
し
り
を
繰
り
返

し
持
ち
上
げ
、
や
っ
と
こ
さ

で
８
合
目
（
３
０
２
０
㍍
）

を
踏
み
し
め
る
。

　

「
５
合
目
と
頂
上
の
ち
ょ

う
ど
半
分
で
す
」
と
い
う
ガ

イ
ド
の
不
必
要
な
情
報
提

供
。「
え
っ
、
ま
だ
半
分
か

よ
？
？
？
」
と
憎
し
み
が
こ

も
る
。
だ
ん
だ
ん
人
が
混
み

だ
し
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
。
岩
場
が
終
わ
る
と
、
ま

た
砂
地
。「
も
う
助
け
て
く

れ
よ
」
と
心
の
中
で
叫
ぶ
。

へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら
、

午
前
０
時
ご
ろ
に
な
ん
と
か

山
小
屋
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

「
１
時
間
後
に
出
発
し
ま

す
」
と
ガ
イ
ド
。「
お
い
お

い
宿
泊
じ
ゃ
な
い
や
ん
。
も

う
頂
上
な
ん
か
い
い
か
ら
そ

っ
と
寝
か
し
と
い
て
」
と
思

い
な
が
ら
、
少
し
横
に
な
っ

た
。
き
っ
ち
り
午
前
１
時
に

悪
魔
の
声
が
。「
起
き
て
く

だ
さ
い
!!
」

　

「
こ
こ
で
あ
き
ら
め
た
ら

ま
た
来
な
あ
か
ん
。
悔
い
が

残
る
」
と
力
を
振
り
絞
り
、

再
び
登
山
道
へ
。
山
頂
ま
で

は
人
が
数
珠
繋
ぎ
。
ま
る
で

ど
こ
か
の
遊
園
地
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
並
ん
で
い
る
か

の
よ
う
。
進
ん
で
は
待
ち
の

繰
り
返
し
。
滑
る
し
、
岩
場

が
出
現
す
る
し
、
到
着
し
な

い
し
、
し
ん
ど
い
し
、
息
苦

し
い
し
…
…
。
気
が
遠
く
な

り
か
け
た
午
前
４
時
ご
ろ
、

「
や
っ
た
あ
。
着
い
た
ぞ
」。

念
願
の
山
頂
３
７
７
６
㍍
に

立
っ
た
。

　

満
足
感
や
達
成
感
で
気
分

が
高
揚
し
、
ウ
キ
ウ
キ
感
で

心
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
頂
上
か

ら
の
眺
め
も
す
ば
ら
し
く
、

貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
あ
り
が
と
う
富
士

山
。
で
も
今
は
、
胸
を
張
っ

て
言
え
る
。「
二
度
と
登
り

た
く
な
い
」
と
。
眺
め
る
だ

け
で
十
分
か
な
。

 

　

森
川
先
生
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

回
、
12
月
15
日
付
「
リ
レ
ー

エ
ッ
セ
イ
」
は
、
森
川
先
生

の
ご
紹
介
で
、
小
泉
訓
範
先

生
（
住
吉
区
）
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

「
場
合
に
よ
っ
て
は
、パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、

省
令
改
正
案
の
多
少
の
修
正

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

述
べ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

「
運
動
の
成
果
」と
住
江
氏

　

集
会
の
な
か
で
保
団
連
の

住
江
憲
勇
会
長
は
「
弁
護
団

は
直
ち
に
本
論
に
入
る
べ
き

と
主
張
し
た
が
国
は
２
月
に

す
る
と
し
た
。
こ
れ
は
障
害

者
自
立
支
援
法
な
ど
の
訴
訟

で
の
国
の
対
応
と
同
じ
で
、

今
後
ど
う
す
る
か
を
官
邸
筋

も
決
め
か
ね
て
い
る
状
況
だ

ろ
う
。
世
論
、
我
わ
れ
の
動

き
が
効
き
つ
つ
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
発
言
し
た
。

求
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
の

は
、
保
険
医
で
あ
る
こ
と
は

自
明
だ
と
強
調
し
た
。
ま

た
、
国
は
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

義
務
化
を
省
令
で
課
し
た
こ

と
の
違
法
性
に
つ
い
て
反
論

・
主
張
す
べ
き
と
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
国
は
、
省
令

の
改
正
作
業
中
で
あ
り
、
義

務
化
の
例
外
規
定
・
除
外
者

が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
主
張
も

固
ま
ら
な
い
と
時
間
稼
ぎ
に

終
始
し
、
最
終
的
に
２
月
上

旬
を
目
処
に
準
備
書
面
を
提

出
す
る
と
し
た
。

　

横
浜
弁
護
士
会
館
で
の
報

告
集
会
で
原
告
代
理
人
の
田

辺
幸
雄
弁
護
士
は
、
訴
訟
進

行
の
打
ち
合
わ
せ
で
国
が

　

横
浜
市
で
眼
科
診
療
所
を

開
業
す
る
田
辺
由
紀
夫
医
師

が
神
奈
川
国
保
連
合
会
審
査

委
員
の
立
場
を
ふ
ま
え
意
見

陳
述
し
、
医
学
的
な
見
地
か

ら
の
審
査
は
デ
ジ
タ
ル
よ
り

紙
の
ほ
う
が
効
率
的
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
主
張
し
た
。

　

原
告
弁
護
団
の
小
賀
坂
徹

弁
護
士
は
、
国
が
第
１
回
口

頭
弁
論
で
、
保
険
医
療
機
関

の
指
定
を
受
け
て
い
な
け
れ

ば
訴
訟
す
る
資
格
は
な
く
、

適
格
者
の
立
証
義
務
は
原
告

に
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
こ

と
に
反
論
。
原
告
適
格
の
立

証
は
裁
判
所
が
職
権
で
判
断

す
べ
き
も
の
で
、
荒
唐
無
稽

な
議
論
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
義

務
化
撤
回
を
求
め
る
神
奈
川

訴
訟
第
２
回
口
頭
弁
論
が
４

日
、
横
浜
地
裁
で
あ
っ
た
。

し
い
発
見
の
あ
る
講
習
会
で

あ
り
、
参
加
す
る
意
義
は
大

き
か
っ
た
。

 

（
経
税
部
・
金
山
敬
三
）

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

す
で
に
『
弥
生
会
計
』
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
い
る
人
に
も

仕
訳
辞
書
の
使
用
法
な
ど
新

ー
が
個
別
に
対
応
す
る
と
い

っ
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
講
習

会
で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で

も
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
た
の

士
は
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
事
項
を
繰
り
返
し
解

説
し
た
。
理
解
で
き
ず
に
挙

手
す
れ
ば
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

国は時間稼ぎに終始
違法性の議論は２月以降に

一人１台パソコンを使い入力操作を
学ぶ参加者＝24日、大阪市内　　　

し
て
み
る
こ
と
で
得
る
も
の

は
大
き
い
。「
張
り
詰
め
た

緊
張
感
で
質
問
が
で
き
な
い

…
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
は
な

く
、
講
師
の
柄
溝
宗
生
税
理

る
「
応
用
編
」―

―

の
流
れ

で
青
色
申
告
の
簿
記
を
学
ん

だ
。

　

聴
く
だ
け
の
受
動
的
な
講

義
で
は
な
く
、
実
際
に
入
力

　

協
会
経
税
部
は
、
日
常
記

帳
か
ら
青
色
申
告
決
算
書
ま

で
を
自
ら
作
成
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
自
主
記
帳
講
座
の

第
２
弾
「
は
じ
め
て
の
弥
生

会
計
パ
ソ
コ
ン
記
帳
」
講
習

会
を
10
月
24
・
25
日
の
両

日
、
２
回
コ
ー
ス
で
開
い

た
。
15
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
実
際
に
一
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
①

自
医
院
の
情
報
・
勘
定
科
目

の
設
定
な
ど
の
「
基
本
設

定
」
②
例
題
を
使
っ
た
現
金

出
納
帳
や
預
金
出
納
帳
に
入

力
す
る
「
基
本
入
力
」
③
基

本
入
力
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、

仕
訳
や
振
替
伝
票
を
編
集
す

パ
ソ
コ
ン
使
い
記
帳
講
習

経税部

仕
訳
や
振
替
伝
票
の
編
集
な
ど

日
時　

11
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
会
議
室
１
号
室
（
京
阪
電
車
「
天
満
橋
」
駅

東
口
、
地
下
鉄
谷
町
線
「
天
満
橋
」
駅
北
改
札
口
か

ら
Ｏ
Ｍ
Ｍ
に
連
絡
）

講
師　

政
策
部
・
社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

60
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー「
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
ゆ
く
え
と
個
別
指
導
」

北
河
内
・
大
阪
市
東
部
・
大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

12
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
効
率
的
な
感
染
根
管
の
攻
略
法
〜
感
染
源
は
ど
こ
に
あ
る
？
〜
」

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

オンライン義務化撤回横浜訴訟

日
時　

12
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

福
池
久
恵
氏
（
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
）

会
費　

会
員
院
所
Ｄ
Ｈ
５
千
円

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す

「
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」


